
第８回徳島市男女共同参画推進ネットワーク 議事録（概要） 

 

 

日  時 

場  所 

出 席 者 

令和８年３月２５日（水） 1５:４５～16:１５ 

万代クレエール 

１４名（委員名１１名、事務局３名） 

【 次 第 】 

１ 開会 

２ 新委員紹介 

３ 議題 

   （１） 令和７年度の取組状況及び令和８年度事業（案）について 

   （２） その他 

４ 閉会 

 

【 意見交換・質疑応答の概要 】 

A 委 員 ：  女性起業家育成支援セミナーは、起業を応援するというのは、様々なところで

あると思うが、起業した後、続けるのが本当に大変なので、起業して、３年以内や

５年以内など、そういう方へのセミナーもあるといいと思う。   

Ｂ 委 員 ： 企業等における経営者や管理職、社員等をターゲットにした、組織における男

女共同参画啓発事業に関して、オールドボーイズネットワークというのは結構あ

り、経営層と若い女性あるいは男性との間の価値観の差というのは存在してい

る。おそらくそういったことが強い組織は、若者の定着率が低いようになっている

のではないかと推察される。今経営者にとって共通する課題は、働き手不足なの

で、採用とともに、今いるスタッフが辞めない組織をつくっていく、という観点か

ら、経営者や管理職にとって刺さる内容になるのではないかと思う。 

Ｃ 委 員 ： 声かけで子どもの力を引き出す講座で、夫婦での参加があるという事なので、

DV の講座を考えていただけたらと思う。自分が DV を受けていると感じていな

いお母さんは結構いると思うし、この状況は DV なんだということを認識する事

は大事だと思う。 

また、男性の家事・育児参画促進講座は、高齢者の男性対象の料理教室を提案

できないかと思う。女性が出かけるとき、男性は昼食がどうなるか聞くので、その

くらいは自分で作る、という形で男女共同参画を提案したいと思う。 

事 務 局 

 

： 今年度の第2回が男性のみを対象にした料理教室だったが、募集して2日目

には定員を超える応募があり、年代については殆どの方が６０代だった。内容が

豚の生姜焼き、ご飯を炊く、味噌汁だったので、それもあったのかもしれない。 

Ｄ 委 員 ： 「すだっちゃんず」（７年度のＤＶ啓発パネル展を実施した学生グループ）は、徳

島市の若者人材づくりの事業にチャレンジするチームとして生まれたが、また若

者コラボを枠組みとして、していただけないかと思う。 

事 務 局 ： 学ばせていただくことが非常に多くあった。パネルの内容やインスタグラムで



 の配信など、若者の目線で出来上がったというのが非常に大きかったと思う。ま

た、そのような話があれば、検討させていただきたい。 

Ｃ 委 員 ： 動画も非常に良かった。女の子の気持ちが分かったとお話されていたのが、非

常に良かったと思う。 

Ｅ 委 員 ： 11/12～11/25 までの「女性に対する暴力をなくす運動」で、先日テレビでも

特集され、女性が男性に対するいじめ、DV も多数あり、男性は口に出せないと

いうことを観たので、タイトルに女性を入れて良いか疑問に思う。時代が変わっ

てきたのか。 

Ｆ 委 員 ： わざわざ女性活躍、女性と言わなくてもいい時代にしなくてはならない。「女性

に対する」という言葉をわざわざ入れるかどうかという提案をいただいた。 

Ｇ 委 員 ： パートナーとか。異性が前提ではないので。 

Ｈ 委 員 ： 7 年度の取組としてロールモデルカフェを実施した。エンゲージメントカードを

使い、仕事に対して最も大切にしたい価値観を共有した。最初に、ロールモデル

2 名に、自分の人生や、今の仕事を選んだ理由などのプレゼンテーションを行っ

ていただき好評だった。エンゲージメントカードを使った価値観の共有は、グルー

プ単位で終了時間の差があったため、これは今後の課題である。最後に、もう少

し余裕があれば、発表をしていただく機会もでき良かったと思う。 

 


